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属
関
係
な
く
出
場

で

き
ま
す
）

昨
年

は
男
子
団

体
戦
二
人
百
八
十

歳

（平
均
六
十
３

も
エ
チ
ー
ム
参
加

で
私

も
四
試
合
戦
い
面
白
か
つ

た
で
す
が
　
今
度

の
十

人
戦
は

一
層
盛
り
上
る

事
と
思

い
ま
す
。
女
子

団
体
戦

で
も
　
一九
日
本

代
表
選
手
が
何
人
か
が

と
し

て
日
標
と
な

る
大
会
が
在

る
事

は
大
変
意

義

の
あ
る
事
と
考
え
ま
す
．

従
来
か
ら

の
高
段
者
大
会

は
勿
論
　
昇
段

の

為

に
も
欠
か
す
事

は
出
来
ま

せ
ん
が
、
高
齢
者

で
段

の
低

い
人
は
、
試
合

の
チ

ャ
ン
ス
が
有

り

ま
せ
ん
で
し
た
が
本
大
会

は
そ
れ
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
．

．
ま
ず
は
日
本
で
参
加
し
世
界

へ
の
挑
戦
の
足
掛

か
り
に
し
ま
し
ょ
・つ

，

マ
ス
タ
ー
ズ
の
年
代
は
　
小
　
中
　
高
　
大

社
会
人
と
　
そ
れ
ま

で

「
勝
」
を
目
指

し
努
力

し
て
き
た
人
達

で
す
が
　

こ
れ
か
ら
は

「
勝

」

に
は
　
余

り
拘

ら
ず

に

「
柔
道
を
楽

し
も
う
」

赤
ち
や
ん
を
連
れ
て
参
加
し
和
気
議

々
と
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
盛
会
に
な
る
事
は
　
柔
道
界
活

性
化

＾
全
柔
連
登
録
増
〉
に
も
素
が
り
、
参
加

者

の
多
く
が
地
域

の
柔
道

に
携
わ

っ
て
い
る
関

第

二
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ

十

一
月
二
五
日

（金
）
～
二
七
日

（日
）

埼

玉
県
上
尾
市

で

本
年
の
第
二
回
日
本

マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会
は
　
埼
玉
県
柔
道
連

れ
　
元
気
な
老
人
に
な
る
事
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
は
、
発
足

の

平
成
十
四
年
二
月
十
日
以
来
二
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
大
会

は
、
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
が
　
六
月

に
第
七
日
を
カ
ナ
ダ
　
ト

ロ
ン
ト
で
千
二
百
名

参
加

で
行
わ
れ
、
日
本

で
は
昨
年
十
二
月
記
念

す

べ
き
第

一
回
大
会
を
、
静
岡
　
浜
北
市
に
お

い
て
行

い
、
二
百
名
参
加

で
大
成
功

で
終
わ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
世
界
な
ら
び
に
日
本

の
大

会
に
試
合
ま
た
は
形

で
出
場
さ
れ
た
方
が

マ
ス

タ
ー
ズ
柔
道
会
員
と
し
て
　
現
在
四
百
＋
名
お

り
ま
す
。

日
本
は
高
齢
化
社
会
と

な
り
国

の
政
策

と
し
て
健

康
づ
く
り
運
動
が
推
進
さ

盟

（会
長
蓮
見
弘
様
）
主
管
で
、

上
尾
市
の
埼
玉
県
武
道
館
で
開
催

の
精
神
で
集
ま
る
大
会

―
柔
道
祭
り

＾
フ

ェ
ス

テ
イ
バ
ル
）
的
な
も
の
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
変
わ
る
開
催
地
に
、
奥
さ
ん
や
仲
間
と

共
に
旅
行
を
楽
し
み
な
が
ら
試
合
や
形
競
技
を

す
る
。
そ
ん
な
点
か
ら
日
玉
に
し
た
い
と
計
画

中
な
の
は
　
十
人
の
団
体
戦
で
す
。
二
十
代
～

七
十
代
以
上

の
各
年
へ
二
人
づ

つ
出
し
て
の
団

体
戦
で
す
。
各
年
代
層

の
選
手
集
め
が
大
変
で

す
が
　
そ
こ
が
人
材

の
掘
り
起

こ
し
で
　
仲
間

作
り
の
楽
し
さ
で
す
。

（当
面
の
チ
ー
ム
は
所

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
十

一

月
二
五
日
（金
）
に
形
、　
二
六
日

（土
）
に
年
齢
別

・
体
重
別
個
人

戦
、
二
七
日
（日
）
に
年
齢
別
重

量
無
差
別
個
人
戦
と
団
体
戦
が

行
わ
れ
ま
す
。

（大
会
要
綱
は
３
ベ
ー
ジ
に
記
載
）

係

か

ら

青

少

年

に

後

姿

で

指

導

し

て

い
る

事

に

も

な

り
ま
す
。

そ

の
様

な
活
動
を

こ
の
会
報
を
通
じ
柔
道
愛
好
家

の
皆

様
に
知

っ
て
戴
き
た
く
　
△〓
報
の
発
行
は
年
二

回
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
界
大
会
後
と

日
本
大
会
後
）
　

´
ヽ
意
見
を
お
寄
せ
載
き
よ
り

良

い
会
と
会
報
に
し
て
行
き
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
宣
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
．
第
二
回
埼

玉
大
会
も
会
員

の
皆
様

の
お
仲
間
を
お
誘

い
合

わ
せ
て
　
是
非
五
百
名
位
の
　
参
加
者
を
目
標

に
素
晴
ら
し
い
大
会
が
出
来
た
ら
な
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

終
り
に
　
お
陰
様
で
趣
旨
　
目
的
に
間
違

い

が
な

い
事
が
皆
様
方

の
暖
か
い
ご
支
援
と
ビ
協

力
で
確
認
出
来
ま
し
た
。
な
お

一
層

の
賛
同
者

１
参
加
者

―
会
員

の
獲
得

の
為
に
　
本一
員

の
ゼ

ロ
県
九
県
を
、
是
非
と
も
お

一
人
で
も
参
加
戴

き
ま
す
様
　
全
日
本
柔
道
連
盟
及
び
各
県
柔
道

連
盟

の
皆

々
様

の

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

顔

い
申
し
上
げ
ま
し
て
　
発
刊
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
裁
き
ま
す
。
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た
柔
道

愛

好
家

の

一

人
と
し
て
、

誇

り

で
あ

第

一
回
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

大
会
は
平
成
１６
年
１２
月
２
曰
～
４

日
に
静
岡
県
浜
北
市
総
合
体
育
館

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
静
岡
県
柔

道
協
会
主
管

（会
長
高
柳
喜

一
様
）

延
べ
三
百
名
の
マ
ス
タ
ー
ズ
が
参

加
し
　
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
成
功
の
第

一
の
要
因
は
、

開
催
を
お
願
い
し
短
時
日
で
あ

つ

た
に
も
拘
ら
ず
　
ご
承
諾
を
戴
い

た
静
岡
県
柔
道
協
会
の
高
柳
会
長

は
じ
め
役
員
の
方
々
の
昼
夜
を
分

か
た
ぬ
ご
努
力
で
し
た
。

成
功
の
要
因
を
も
う

一
つ
挙
げ

る
な
ら
ば
、
参
加
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー

ズ
の
面
々
の
柔
道
に
対
す
る
並
で

は
な
い
柔
道
愛
好
の
精
神
で
す
。

そ
れ
は
二
日
間
行
わ
れ
た
開
会
式

で
の
マ
ス
タ
ー
ズ
代
表
に
よ
る
宣

誓
の
辞
に
い
み
じ
く
も
表
現
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
全
文

紹
介
し
ま
す
。

■
誓

（大
会
初
日
）

日
本
体
講
道
館
柔
道
が
嘉
納
師

範
に
よ
り
創
始
さ
れ
百
二
十
二
周

年
を
迎
え
、
今
や
世
界
の
百
八
十

七
ケ
国
で
柔
道
が
普
及
発
展
を
続

け
て
い
る
事
は
日
本
人
と
し
て
ま

り
欣
快
に
耐
え
ぎ
る
所
で
あ
り
ま

す
。

今
年
は
ま
た
第
二
十
八
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
、

日
本
柔
道
が
輝
か
し
い
成
果
を
収

め
深
い
感
動
を
我
々
柔
道
愛
好
家

に
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

柔
道
史
に
残
る
二
〇
〇
四
年
も
暮

れ
ん
と
し
て
、
こ
こ
に
第

一
回
日

本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
が
開
催

の
運
び
と
な
り
本
日
よ
り
静
岡
県

浜
北
総
合
体
育
館
に
於
い
て
熱
戦

を
展
開
す
る
次
第
で
す
。

我
々
選
手

一
同
は
講
道
館
柔
道
の

真
髄
を
発
揮
し
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
精

神
に
則
り
、
正
々
堂
々
立
派
な
競

技
を
展
開
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成

一
六
年
十
二
月
二
日

選
手
代
表
講
道
館
人
段

（満
人
三
歳
）
真
砂
都
留
夫

菫
誓

（大
会
中
国
）

本
国
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
様

方
は
、
真
に
柔
道
を
愛
し
　
家
族

を
愛
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
、

柔
道
を
通
じ
世
界
平
和
を
希
求
し

て
い
る
人
ば
か
り
で
す
。
只
今
賜

り
ま
し
た
野
口
会
長
の
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
の
趣
旨
を
肝
に
銘
じ
本
日

は
心
地
良

い
汗
を
流
し
、
緊
張
感

を
味
わ
う
た
め
、
正
々
堂

々
試
し

合
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成

一
六
年
十
二
月
三
日

講
道
館
六
段
　
香
川
県
　
来
田
武

〓
誓

（大
会
最
終
日
）

私
た
ち
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

大
会
出
場
者

一
同
は
、
ど
ん
な
病

気
に
か
か

つ
て
も
お
か
し
く
な

い

と
い
わ
れ
る
年
齢
に
さ
し
か
か
り

つ
つ
も
、

こ
う
し
て
元
気
に
嘉
納

治
五
郎
師
範

の
創
設
さ
れ
た
日
本

博
講
道
館
柔
道
を
学
び
伝
え
続
け

る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年

の
健
全

育
成
に
貢
献

で
き
る
喜
び
、
そ
し

て
大
和
民
族
の
和
の
精
神
で
互
い

に
和
み
あ

い
、

こ
の
歳
に
な

つ
て

も
な
お
競

い
合
う
こ
と
の
で
き
る

喜
び
を
噛
み
し
め
つ
つ
、
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道

の
精
神
に
恥
じ
ぬ
よ
う
日

ご
ろ
鍛
え
た
技
を
十
分
に
発
揮
し
、

正
々
堂

々
と
戦

い
抜
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
。

平
成

一
六
年
十
二
月
四
日

第

一
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大

会
参
加
者
代
表

滋
賀
県
柔
道
連
盟
　
片
桐
清
司

メ
ダ
リ
ス
ト
と
団
体
戦
出
場
者

は
次
の
通
り
で
す

形
の
部

投

の
形

　

１
位

鈴
木
智
品

晨

３

大

西
東
仁

岐^
●
）

日

の
形

　

１
位

渡
辺
龍
治

曾

じ

甲

斐
浩
二

宮^
綺
）
２
位
　
丼
上
康
彦

栃^
木
）

全
子
智
郎

茨^
城
）
３
位
　
長
崎
佳
子

石^

川
）
窪
口
■
緒

〈石
川
）

極

の
形

　

１
位

有
日
量

日

霧

杢

井

上
康
彦

（栃
木
）
２
位
　
白
井
息
子

（静
同
）

白
丼
康
二

静^
岡
）
３
位
　
大
矢
秀
昭

（東

京
）
安
河
内
消

（東
京
）

柔

の
形

　

１
位

大
官
民
子

３

３

横

山
悦
子

福^
井
）
２
位
　
小
松
貞
幸

（山
形
）

小
松
末
子

山^
形
）
３
位
　
今
立
篤
子

秋^

田
）
加
古
着
子

愛^
知
）

講

道

館

護

身

術

　

１
位
　

伊
福
義
雄

（官
城
）
甲
斐
浩
二

官^
城
）
２
位
　
黒
口

美
千
子

（岐
阜
）
加
古
若
子

（愛
知
）
３
位

小
松
末
子

山^
形
）
小
松
貞
幸

（山
形
）

五

の
形

　

１
位
　
西
島
温
行

（静
岡
）
磯

部
工
博

静^
両
）
２
位
　
横
山
悦
子

（福
井
）

古
本
照
男

福^
丼
）
３
位
　
今
立
篤
子

秋^

田
）
黒
田
美
智
子

（岐
阜
）

古

式

の
形

　

１
位

真
砂
都
留
夫

（東

京
）
佐
藤
良
吉

東^
京
）
２
位
　
黒
田
美
千

子

岐^
阜
）
今

，
篤
■

秋^
田
）
３
位
　
検

山
悦
子

福^
井
）
古
本
照
男

（福
丼
）

年
齢
別
体
重
別
個
人
戦

男
子
の
部

Ｍ
ｌ

“
セ
下

１
位
　
佐
藤
政
美

（富
城
〉

Ｍ
ｌ

■
に
下
　
１
位
　
松
村
浩
司

（藤
岡
〉

Ｍ
ｌ

９０
に
下
　
１
位
　
小
幡
伸
治

（熊
本
）

２
●
　
野
村
清

（東
京
）

Ｍ
ｌ
　
ｍ
Ｌ
下
　
１
位
　
一〓
谷
健

〈神
奈
川
）

Ｍ
２
　
“
地
下
　
１
位
　
今
鳴
禄
郎

（大
阪
）

２
位
　
青
木
太

茨^
城
）

Ｍ
２
　
つ
聰
下
　
１
位
　
大
島
修
次

（́
〓
番

２
位
　
松
澤
蕉
市

（沖
縄
）
３
●
　
口
嶋
弘

石^
川
）
　

岩
瀬
達
彦

静^
岡
）

Ｍ
２
　
■
嗜
下
　
１
位
　
鴨
治
自
責

千^
葉
）

２
位
　
全
原
雅
樹

（静
岡
〉
３
位
　
伊
藤
厚

古

静^
同
）

Ｍ
２
　
ｍ
ｔ
下
　
１
位
　
渡
辺
龍
治

（官
じ

２
位
　
一局
長
邦
夫

愛^
知
）
３
位
　
鈴
木
禎

埓^
ゝ
）

Ｍ
２
　

‐００
セ
下
　
１
位
　
窪
田
智
之

愛^

知
）
２
位
　
佐
々
木
昌
秀

（埼
玉
）

Ｍ
８
　
６６
」
下
　
１
位
　
福
本
敏
已

福^
井
）

２
位
　
森
国
贅

一　

静^
岡
）

Ｍ
３
　
“
Ｌ
下
　
１
位
　
中
村
秀
徳

（静
０

Ｍ
３
　
７３
ｔ
下
　
１
位
　
坂
下
覚

滋^
賀
〉

２
位
　
倉
口
攻
彦

静^
岡
）

Ｍ
３
　
ａ
ｔ
下
　
１
位
　
塚
口
信
哉

（神
奈

川
〉
２
位
　
森
有
利

（愛
知
〉
３
位
　
保
科

秀
満

愛^
知
）
　

寺
口
光

（精
岡
）

Ｍ
３
　
”
Ｌ
　
ｌ
位
　
蔵
満
秀
規

愛^
知
）

２
位
大
石
鉄
美

（愛
知
）
３
位
石
川
浩

愛^

知
）
　

商
橋
洋

一

（埼
玉
）

Ｍ
３
　
ｍ
Ｌ
下
　
１
位
寺
田
満
寿
夫

静^
岡
）

Ｍ
３
　
‐００
に
超
　
１
位
鈴
木
基
夫

愛^
知
）

Ｍ
４
　
“
に
下
　
１
位

今
野
英

一　

静^
同
〉

Ｍ
４
　
“
セ
下
　
１
位

機
部
見
博

諄^
岡
）
〉

Ｍ
４
　
る
に
下
　
１
位
　
倉
野
祐

一
（岐
草
〉

２
位
二
本
松
敬
太

（埼
玉
）
３
位
　
人
代
洋

一

（岐
阜
）
　

平
井
敏
雄

兵^
庫
）

Ｍ
４
　
ａ
ｔ
　
ｌ
位
　
佐
々
本
政
彦

埼^
玉
）

２
位
　
白
丼
康
二

（静
岡
〉
３
位
　
森
政

弘

岐^
阜
〉
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Ｍ
４
　
∞
ヽ
下
　
１
位
　
卜
部
秀
幸

（愛
知
）

２
位
美
濃
達
也

＾
岡
山
〉
３
●
水
野
博
介

（愛
知
）

満

（埼
玉
）

Ｍ
６
　
“
ヽ
下

ｌ
位
　
柿
田
菫

一　

石^
川
）

Ｍ
６
　
■
ヽ
下
　
１
位
　
佐
々
木
安
廣

岩^

手
）
２
井
上
英
治

（埼
玉
）
３
位
　
来
田
武

（香
川
）
位
　
大
丼
勇

（神
奈
川
）

Ｍ
６
　
＆
聴
下
　
１
位
　
山
田
次
光

（大
分
）

２
位
　
議
山
和
美

（愛
如
）
３
位
　
海
野
富

夫

（埼
玉
）

吉
成
隆
社

（東
京
）

Ｍ
６
　
９。
Ｌ
下
　
１
位
　
山
本
昭

兵^
庫
）

２
位
　
加
藤
博

愛^
知
）

３
位
　
吉
永
豊
責

（大
阪
）

Ｍ
フ
　
“
て
下
　
１
位
　
紹
田
盛
良

一^掟
崎
）

２
●
　
勝
昌
孝

（埼
玉
〉
３
位
　
鬼
柳

一
守

（岩
手
）

Ｍ
７
　
“
セ
下
　
１
位
　
岡
本
美
巨

東^
京
）

２
位
　
深
口
静
悦

静^
岡
）
３
位
　
中
島
忠

（埼
玉
）

Ｍ
７
　
つ
聰
下
　
１
位
　
内
藤
純

（栃
木
）

２
位
　
伊
藤
入
雄

千^
葉
）
３
位
　
鈴
木
敏

紀

新^
潟
）

Ｍ
７
　
８‐
Ｌ
．
　
１
位

清
家
春
夫

今
■
８

２
位
　
一〓
襦
英
夫

（神
奈
川
）
３
位
　
今
里

宏

一
郎

東^
京
）

鈴
木
治
雄

（千
葉
）

Ｍ
７
　
９０
、
下
　
１
位
　
い
ヽ
こ
■
ミ
ヽ

Ｎ^
Ｚ
）
２
位
　
江
崎
寛

千^
葉
〉
３
位

会
口
俊
雄

寄^
二
）

Ｍ
８
　
∞
ｋ
下
　
１
位
　
石
黒
金
次

静^
０

２
位
　
永
島
健
次
郎

〈千
葉
）
３
位
　
福
盛

日
立
明

（神
奈
川
）

Ｍ
８
　
“
セ
下
　
１
位
　
仁
本
征
輝

（岡
山
）

２
位
　
望
月
秋
男

静^
岡
）

Ｍ
８
　
７３
鼈
　
１
位
　
野
口
宏
水

東^
京
）

２
位
　
仁
藤
勝
利

東^
京
）
３
●
　
宮
本
斗

成

（大
阪
）

Ｍ
８
　
８‐
、
下
　
１
位
　
川
上
勝

岡^
山
）

２
位
　
佐
藤
勝
志

（東
京
）

Ｍ
８
　
∞
“
下
　
１
位
　
栞
本
忠
弘

大^

阪
）
２
位
　
市
村
隆
盛

愛^
知
）
３
●

副
島
正
秋

（神
奈
川
）

Ｍ
Ｏ
　
∞
ｋ
下
　
１
位
　
岡
田
庫
二
郎

兵^
庫
）

Ｍ
９
　
７３
」
下
　
１
位
　
高
橋
勘
■

（岩

手
）
２
位
　
安
河
内
情

（東
京
）

Ｍ
９
　
飢
に
下
　
１
位
　
宮
本
隆

神^
奈

川
）
２
●
　
中
尾
清

（北
海
道
）

Ｍ
９
　
∞
庭
ド
　
ー
位
　
奈
良
澄

愛^
知
）

Ｍ
Ю
　
“
セ
下
　
１
位
　
宮
崎
隆
夫

（神

奈
川
）
２

，
　
大
矢
秀
昭

東^
京
）

Ｍ
Ю
　

η
に
下

１
位
　
口
口
吉
二
郎

東^
京
）

Ｍ
Ю
　
８‐
　
セ
下
　
１
位
　
阜
福
四
郎
衛

（新
潟
）

Ｍ
Ю
　
”
ｔ
下

１
位
　
原
口
照
夫

埼^
玉
）

Ｍ
”
　
“
Ｌ
下
　
１
位
　
真
砂
都
留
失

東^

京
）

女
子
の
部

Ｆ
２
　
４８
●
下

１
位
山
内
久
美

（神
奈
川
）

Ｆ
３
　
ア
嗜
下

１
位

白
井
息
子

（議
岡
）

Ｆ
６
　
２
ヒ
下

１
位

加
古
若
子

愛^
知
）

Ｆ
６
　
“
Ｌ
下

１
位

今
立
篤
子

秋^
田
）

Ｆ
７
　
“
ヽ
下

１
位
　
長
崎
桂
子

（石
川
）

年
齢
別
体
重
無
差
別
個
人
戦

Ｍ
ｌ
　
ｌ
位
　
小
野
寺
剛

（議
岡
）

Ｍ
４
　
１
位
　
佐
々
木
政
彦

（埼
玉
）

Ｍ
５
　
１
位
　
大
塚
俊
彦

埼^
玉
）

Ｍ
６
　
１
位
　
一
●永
豊
貴

（大
阪
）

Ｍ
４
　
‐００
●
下
　
１
位
村
薇
貢
ニ

２
位
口
野

一
成

（大
阪
）

Ｍ
６
　
６０
ヒ
下
　
１
位
　
小
林
光
人
舎
一重
）

２
位
　
績
岡
幹
雄

神^
奈
川
）

Ｍ
５
　
“
地
下
　
１
位
　
原
優

（愛
知
）

２
位
　
川
島
伸
夫

静^
岡
）

Ｍ
５
　
●
Ｌ
下
　
１
位
　
平
野
相
徳

和^
歌

山
）
２
位
　
一
言
［力

議^
同
）
３
位
　
小
笠

原
進
　
石
邑
勇

（千
葉
）

Ｍ
５
　
＆
ヒ
下
　
１
位
　
高
橋
和
裕

神^
奈

川
）
２
位
　
伊
福
義
雄

（宮
崎
）
３
位
　
今

野
伸
俊

（静
岡
）

Ｍ
５
　
∞
セ
下
　
１
位
　
雑
賀
昌
盛

〈丼
３

２
位
　
手
島
文
男

岐^
阜
〉
３
位
　
大
塚
俊

彦

埼^
玉
）

Ｍ
６
　
∞
鼈
下
　
１
位
　
大
矢
人
平

来^
庫
）

２
位
　
一一
浦
■
司

（奈
良
〉
３
位
　
丼
上
博

第 1回 日本マスターズ柔壺大会懇競会で役員の方々

２
位
　
吉
成
隆
社

（東
京
）

Ｍ
７
　
１
位
　
鈴
木
敏
紀

（新
潟
）

２
位
　
大
上
敏
幸

（東
京
）

Ｍ
９
　
１
位
　
中
尾
博

（北
海
道
）

２
位
　
宮
本
隆

（神
奈
川
）

３
位
　
回
口
庫
〓
郎

兵^
庫
）

Ｆ
６
　
１
位
　
今
立
篤
子

秋^
田
）

団
体
戦

男

子
　
１
位

丸
の
内
柔
道
２
フ
ブ

穴
「

里
宏

一
郎
　
二
橋
英
夫
　
清
家
春
夫
）
２
位

滋
賀

（佐
々
木
伸
行
　
彦
素
入
仁
雄
　
片

桐
清
司
）
３
位
　
静
岡

（内
藤
克
己
　
水
嶋

武
雄
　
渡
辺
俊
三
）
４
位
　
東
京
Ａ

（野
口

宏
水
　
清
水
正
敬
　
平
川
道
隆
）
５
位
　
東

京
Ｂ

佐^
藤
腸
志
　
小
林
茂
、
久
保
田
κ
治
）

女

子

　

１
位

ポ
ケ
モ
ン

（石
角
洋
子

池
田
佐
知
子
　
上
川
美
和
子
〉
２
位
　
チ
ー

ム
佳

佐^
々
木
光
　
鈴
木
言
　
岡
本
さ
お
り
〉

３
位
　
な
で
し
こ

植^
口
睦
　
疋
口
み
は
る

山
田
千
里
）
４
位
　
し
ば
の
会

（今
立
篤
子

大
官
民
子
　
黒
口
美
千
子
）

〒362-0032■ 尾市日の出■1877

TELi048-777-2400

競技種目 :

形 (投、日、極、柔、護身、五、古式)

男女信人戦 (l」 F体菫別、年齢月1*)

無差別個人戦 (年齢別*)  Ⅲ5才間隔

団体戦 男子10人戦 3040506070代各2人

女子3人戦 年齢制限無

申込締切 i10月 31日

申込み方法等の問合せ先 :大会事務局

埼玉県柔道連盟事務局長 長弁孝光

TEL:048-822-5891  Fハ X:048-333-8618

第2回 日本マスターズ柔道大会開催要綱

日本マスターズ柔造協会

厚生労働省 文部科学省

(財)全 日本柔道連盟  (財)講道館

2005年 11月 25日 (金)～27日 (日 )

埼玉県立武道館

主管 :埼玉県柔道違盟

_Jヽ
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＊
大
会

へ
の
挨
拶
状

『
今
ま
で
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

大
会
は
　
第

一
回
　
第
二
回
は
カ

ナ
ダ
　
第
二
回
ア
メ
リ
カ
　
第
四

回
イ
ギ
リ
ス
　
第
二
回
柔
道
発
祥

の
講
道
館
　
そ
し
て
昨
年
第
六
回

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
回
っ
て
参
り

ま
し
た
が
本
年
第
七
回
は
再
び
Ｗ

Ｍ
Ｊ
Ｃ
発
祥
の
カ
ナ
ダ
に
回
帰
し

ま
す
。
私
共
年
配
柔
道
愛
好
家
が

唯

一
出
場
で
き
る
国
際
大
会
で
、

試
合
の
緊
張
感
を
味
合
う
と
共
に

国
境
　
人
種
　
一言
語
　
０示
教
等
を

超
え
て
世
界
の
新
旧
柔
友
と
交
歓

す
る
こ
と
が
大
き
な
楽
し
み
で
す

が
、
も
う

一
つ
の
楽
し
み
は
周
辺

地
域
を
訪
問
　
自
然
　
歴
史
　
文

化
　
風
土
　
人
々
に
接
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
往
き
に
世

界
政
治
の
中
心
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
て
在
米
日
本
国
大
使
館

へ
表
敬

訪
問
　
大
会
滞
在
中
は
世
界
三
大

瀑
布
の
一
つ
ナ
イ
ア
ガ
ラ
観
光

更
に
帰
り
に
は
世
界
経
済
の
中
心

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
リ
ー
グ
観
戦

（ヤ
ン
キ
ー
ス
ｖｓ
メ
ッ
ツ
）
、
本

場
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
イ
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
鑑
賞
等
々
、
盛
り
沢
山
の
旅

が
期
待
で
き
ま
す
。
』

以
上
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て

三
大
名
の
出
場
参
加
者
と
五
名
の

応
援
家
族
が
集
ま
っ
た
。
六
月
九

日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
北
米
大
陸

へ
の
旅
で
あ
る
。

＊
ア
メ
リ
カ

ヘ
の
第

一
歩
は
、

日
本
大
使
舘
を
表
敬
訪
問

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
　
キ
ャ
ピ
ト

ル
ヒ
ル
議
事
堂
　
ワ
シ
ン
ト
ン
記

念
碑
　
リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
ス
ミ

ン
ニ
ア
ン
航
空
宇
宙
館
や
ア
ー
リ

ン
ト
ン
国
立
墓
地
な
ど
を
訪
問
し

て
後
、
在
米
日
本
大
使
館
に
加
藤

良
三
日
本
国
全
権
大
使
を
表
敬
訪

問
し
て
ご
励
辞
を
頂
戴
し
た
。
日

米
関
係
や
大
使
ご
自
身
の
柔
道
と

の
関
わ
り

（ご
尊
父
は
嘉
納
師
範

の
愛
弟
子
で
あ
ら
れ
　
さ
ら
に
ご

令
兄
正
様
は
東
大
柔
道
部
ご
出
身

の
　
い
わ
ば
柔
道
ビ

一
家
で
今
回

の
大
使
館
訪
間
が
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
）
に
つ
き
お
話
を
お
伺

い
し
た
り
、
大
使
と
と
も
に
写
真

撮
影
に
お
さ
ま
っ
た
り
、
サ
イ
ン

を
頂
戴
し
た
り
、　
一
同
感
激
し
て

次
の
ワ
シ
ン
ト
ン
柔
道
ク
ラ
ブ

ベ

向
か
つ
た
。

＊
フ
シ
ン
ト
ン
柔
道
ク
ラ
ブ
で
の

交
歓
稽
古
と
友
情
交
歓
会

ワ
シ
ン
ト
ン
柔
道
ク
ラ
ブ
の
官

崎
剛
人
段

（写
真
右
）
は
小
生
並

び
に
清
水
副
団
長
の
先
輩
で
あ
り
、

同
じ
く
先
輩
後
輩
と
な
る
代
表
世

話
人
　
古
森
義
久
さ
ん

（写
真
左
）

き
付
け
の
第
二
道
場

「与
作
」
に

て
。
明
早
朝
出
発
を
気
に
し
な
が

ら
　
安
河
内
名
誉
団
長
　
清
水
副

団
長
　
果
て
は
古
森
代
表
世
話
人

の
日
米
両
語
の
名
司
会
で
、
草

の

根
外
交

の
宴
は
　
時
差
ぼ
け
を
完

全
に
忘
れ
る
ま
で
に
果
て
し
な
く

続
い
た
。

＊
大
会

大
会
は
　
一ハ
月
二
二
日
～
二
六

日
の
五
日
間
に
亙

っ
て
　
ト

ロ
ン

ト
よ
り
車
で

一
時
間
位
五
大
湖

の

一
つ
オ
ン
タ
リ
オ
湖

の
ほ
と
り
、

人
口
六
十
万
　
カ
ナ
ダ
六
番
目
の

都
市
ミ
シ
ツ
ー
ガ
市

（愛
知
県
刈

谷
市
と
姉
妹
都
市
）
の

ハ
ー
シ

ュ

イ
セ
ン
タ
ー
に
て
　
参
加
者

一
五

〇
〇
人

（
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
）
で
行

わ
れ
た
。

は
産
経
新
聞
ワ

シ
ン
ト
ン
駐
在

特
別
委
員
で

世
界
的
な
視
点

か
ら
日
本
を
観

る
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
あ
り
、

今
や
世
界
の
オ

ピ

ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。

古
い
西
洋
の
大
学
を
思
わ
せ
る
赤

レ
ン
ガ
の
学
会
が
立
ち
並
ぶ
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
大
学
の

一
角
に
あ
る
二

〇
〇
畳
程
の
道
場
で
は

　

「日
本

か
ら
初
め
て
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
高

段
者
を
迎
え
る
の
で

（宮
崎
師
範
）

と
約
八
十
人
の
柔
道
部
員
に
迎
え

ら
れ
る
。
一

宮
崎
師
範
の
歓
迎
の
辞
の
後

団
を
代
表
し
て
　
一日
橋
勘
十
相
談

役
の
伝
家
の
宝
刀
　
大
内
刈
り
の

説
明
　
続
い
て
　
全
日
本
五
回
出

場
の
岡
泉
淳
六
段
の
得
意
技
　
大

外
刈
り
の
説
明
に

一
同
納
得
。
我

等

一
同
も
　
試
合
直
前
で
時
差
ぼ

け
追
放
に
適
度
の
汗
を
流
す
。
終
っ

て
の
　
交
歓
会
は
　
宮
崎
師
範
行

ツアー,加者―行 ワシントンのホテルの前で

野口会長 安河内相嵌役夫■ 加藤大使 島谷総監督

女性F.撮国がt
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更
に
、
来
日
武

・

久
保
雅
昭
両
理
事
六

段
　
国
学
院
Ｏ
Ｂ
お

二
方
は
、
全
て

一
本

勝
の
金
メ
ダ
ル
．
表

彰
式
で
金
メ
グ

ル
を

掛
け
て
も
ら
う
久
保

君
の
胸
に
は
　
第

一

回
ウ

エ
ラ
ン
ド
大
会

で
金
メ
グ

ル
を
獲
得

四
年
前
早
く
逝

っ

て
し
ま

つ
た
故
前
日

拓
雄
日
本

マ
ス
タ
ー

ズ
副
会
長
の
遺
影
が

あ
り
　
金
メ
ダ

ル
獲

得
の
報
告
を
し
て
い

た
の
に
は
胸
が

一
杯

に
な

つ
た
。

審
判
と
し
て
我
が

Ｊ
Ｍ
Ｊ
Ａ
か
ら
　
清

水
人
段
　
来
日
大
段

の
二
人
が
代
表
し
て

務
め
ら
れ
　
日
本
体

講
道
館
審
判
員
と
し

一Ｂ
Ｅ
し
た
来

日
さ
ん

（
左
か
ら
２
人

自
）

．

な
燿
彗
酸
で
舒ヽ
し
た

，
つ
入
讐
手

層
〓
を
か
け
る
。　
ョ
墨
ｉ
ｒ

日

一
日
の
晨
習
の
成
果
．
妻
″
ム
）頑

盟
り
た
い
で
す
ね
」
。
嘉
Ｅ
矛

引ヽ

き
輛
め
た
。
　
　
　
　
コ
早
う
こ

年
前
の

一
九
六
〇
年

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
に
柔
道

の
指
導
者
を
　
と
求
め

ら
れ
　
い
ま
は
Ｏ
Ｓ
Ｊ
Ｆ

（全
米

柔
道
連
盟
）
会
長
を
さ
れ
て
い
る

米
塚
義
定
先
生
と
二
人
で
文
字
通

り
徒
手
空
拳
渡
航
し
　
数

々
の
娘

難
辛
苦
の
末
　
後
を
追

っ
て
来
ら

れ
た
日
大
柔
道
部

の
同
輩
　
江
ロ

先
生
　
後
輩
　
島
本
先
生
な
ど
と

強
固
な
絆
を
作

っ
て
柔
道
普
及
に

努
め
　
堂

々
た
る
柔
道
人
生
を
闊

歩
さ
れ
て
い
る
。
　
↑
」
の
痛
快
な

柔
道
人
生
は
　
米
塚
先
生
著

「武

士
道
ア
メ
リ
カ
を
征
く
」
〇
二
年

七
月
恒
文
社
●
版
ご
参
照
．

最
後
の
ア
メ
リ
カ
。

こ
こ
で
も

日
本
か
ら
の
沢
山
の
高
段
者
到
来

と
ば
か
り
　
先
生
は
も
う
ひ
と

つ

の
道
場
の
門
下
生
に
も
お
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
　
我
々

を
含
め
て

一
〇
〇
人
余
り
が
道
場

一
杯
に
交
歓
稽
古
。
そ
し
て
良

い

汗
を
存
分
に
流
し
た
後
は
椎
名
先

生
が
存
分
に
用
意
し
て
下
さ

っ
た

ビ
ー
ル
や
料
理
を
存
分
に
頂
戴
し

て
最
後
の
ア
メ
リ
カ
交
歓
に
惜
別

し
た
。

終
わ
り
に

か
く
て
　
第
七
回
世
界

マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会
　
十

一
日
間
　
生
涯

健
康
柔
道
を
通
し
て
の
草

の
根
外

交

の
旅
は
　
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に

更
に
豊
か
さ
を
加
え
て
幕
を
開
じ

一
、
形
‥

延
べ
一
二
二
組

（日
本
は
九
組
）

が
出
場
。
日
本
か
ら
の
人
賞
者
は

男
性
組
が
　
取
　
大
矢
相
談
役

受
　
安
河
内
相
談
役
組
が
　
極

の
形
で
銀
。
女
性
組
は
　
取
　
横

山
悦
子
理
事
　
受
　
小
瀬
純
子
会

員
組
が
　
護
身
術
で
　
見
事
金
。

更
に
　
取
　
小
瀬
　
受
　
横
山

組
で
　
古
式
の
形
で
二
つ
日
の
金
。

形
に
つ
い
て
総
括
す
る
と
　
参

加
数

・
質
共
年
毎
に
躍
進
し
て
お

り
　
特
に

一
昨
年
　
全
日
本
形
競

技
大
会
柔
の
形
で
優
勝
さ
れ
た

NIastering`the gentle、vげ
躙
患詰 ■:濠鏃

1鼈
鰊
=L鮒

]篤離

酪 瞥 融 t
凛 営 型鯉

卿
色tど融

・ ・

―  霧 鍛

岬
=:2∞5年 6「

柔遺―業らの道.それは単なる格国技以上のもの.清流に水が流れる如く

優型三し

`__|■
,■■2●を摯0た●黎パレ■0如なもの (●2凛

理事 (なから2人 日)の

簸
(■ 、ヽ,:● 、ヽ1■｀

|ヽ 、li)、

輌夢
横
山
さ
ん
が
　
柔

の

形

で
入
賞
な
ら
ず
と

い
う
よ
う

に
世
界

の

形

の
進
歩

は
日
党

し

い
。
将
来
は
普
及
度

に
依

っ
て
は
、
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
に
も
採
用

さ
れ
る
の
で
は
と
本

大
会

で
思

っ
た
も

の

で
あ
る
。

二
、
試
合

特
筆
す

べ
き
は
、

最
年
長

八
十
才
以
上

で
の
、
我
が
宮
崎
隆

夫
相
談
役

の
瞬
時

の

燕
返
は
見
事
な

一
本
‐

万
雷

の
相
手
喝
采

で
、

日
本
柔
道

こ
こ

に
あ
り
．

●
■
■
●

=:ミ
ハ.た,鼈 手と宮崎相談役

て
　
模
範
的
な
審
判
を
被
露
さ
れ

た
。昭

和
二
七
年
卒
中
央
大
キ
ャ
ッ

プ
テ
ン
島
谷
経
三
七
段
に
は
今
回

は
総
監
督
を
お
顔

い
し
て
　
試
合

場
に
て
出
場
者
を
　
時
に
は
審
判

員
？
を
も
的
確
に

コ
ー
チ
し
て
い

た
だ
い
た
。
我
が
出
場
者

の
技
が

決
ま

る
と

ス
カ
サ
ズ
大
声

で 囀
数

で赫雉
翁

鋒顆
藉
決〕轟
熙

「
一
本
―
」
を
宜
し
　
釣
ら
れ
て

審
判
員
も

「
一
本
―
」
。
ワ
シ
ン

ト
ン
で
は
か
つ
て
の
戦
友
　
宮
崎

元
慶
應
キ
ャ
プ
テ
ン
と
の
久
方
振

り
の
再
会
を
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。

＊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
椎
名
道
場
で

の
交
歓
稽
古
と
交
換
会

椎
名
清
人
段
は
　
今
を
去
る
こ

と
四
五
年
前
　
渡
航
の
自
由
化
二

戦い終つて ,マ
=



ヽ
１
基
―

避
鷹
瑚
一知
鑽
、蹴

タ
ー
ズ
柔
道
選
手
権
大
会
に
出
場
、

年
齢
別
体
重
別
の
個
人
戦
の
部
で

金
メ
ダ
ル
を
頂
い
て
来
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
相
手
が
な
く
、
不

戦
の
優
勝
で
す
。
名
前
を
呼
ば
れ

て
畳
に
立
ち
、
審
判
か
ら
勝
ち
の

判
定
を
受
け
ま
し
た
。

メ
ダ

ル
授

与
式
で
、
野
口
会
長
か
ら
メ
グ
ル

を
授
与
さ
れ
、
表
彰
台
に
立
ち
ま

し
た
。
世
界
の
ヒ
ノ
キ
舞
台
で
金

メ
ダ

ル
を
胸
に
表
彰
台
に
立

つ
て

い
る
。
ま
さ
に
夢
心
地
で
す
．

小
学
校
時
代
、
病
気
が
ち
で
よ

く
学
校
を
休
み
、
出
席

し
て
も
体

育

の
時
間
は
ほ
と
ん
ど
見
学
で
し
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と た

同
時
に
来
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
ツ
ー

ル
大
会

（
ツ
ー
ル
と
高
松
は
姉
妹

都
市
）

へ
の
出
発
点
と
な

つ
た
。

な
ん
と
か
丈
夫
に
な
り
た
い

高
校
入
学
と
同
時
に
柔
道
部

に
入
り
ま
し
た
。
で

も

一
年
で
や
め
て
、

軟
式
テ
ニ
ス
に
讐
只

大
学
に
入

っ
て
か
ら
、
ま
た
柔
道

部
に
入
り
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
柔
道
を
続
け
ま
し

た
が
、
選
手
に
な
っ
た
こ
と
は
な

く
、
や
っ
と
初
段
で
卒
業
し
ま
し

た
。

そ
れ
以
来
知
年
以
上
、
健
康
に
恵

ま
れ
、
職
業
生
活
を
全
う
し
ま
し

た
が
、
柔
道
と
は
無
縁
で
し
た
。

一
昨
年
、
昔
の
柔
道
仲
間
と
話
し

た
折
、
引
退
し
た
連
中
が
や
っ
て

い
る
か
ら
と
、
柔
道
の
練
習
に
来

柔
道
金

メ
ダ

ル
七
十
歳

小
川
　
栄

一
郎

（会
員
　
千
葉
県
）

今
七
十
歳
。
２
０
０
５
年
６
月

２２
日
か
ら
２４
日
ま
で
カ
ナ
ダ
の
ト

ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
世
界

マ
ス

る
よ
う
誘
わ
れ
ま
し
た
。
今
更
ム

リ
だ
か
ら
と
い
う
と
、
と
に
か
く

来
い
よ
、
と
い
う
の
で
翌
日
、
柔

道
着
を
も
っ
て
、
渋
谷
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

初
め
は
受
身
が
確
実
に
で
き
る

よ
う
、
基
礎
を
練
習
し
ま
し
た
。

昨
年
、

４６
年
ぶ
り
に
昇
段
試
験
を

受
け
　
二
段
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
四
街
道
柔
道
協
会
に
入

会
、
渋
谷
と
合
せ
　
基
礎
練
習
重

点
に
稽
古
を
重
ね
ま
し
た
。
昨
年

ｋ

●

六

たヽ

ム
′
詢
『

‘́

メ^
　
ニ

，
―

ヨ
ー

スノ

入

桜
毬
第
紳
曲敷
晰

驚
職
場
零
欄
難

１́

３

１

て
，

オ

ニ

０

■
′

催名遭場での館念撼歌 推名先生より)
|・・・ 2つ′

'0●

5

邸
釉
曜
衛
解
留
前

野口会長が載いた推名先生からのお手紙

野口会長から感激の全メタル

第
七
回
マ
ス
タ
ー
ズ

ミ
シ
ツ
ー
ガ
大
会
メ
ダ
リ
ス
ト

形
全

議
身
術

取
　
横
山
悦
子

受
　
小
瀬
純
子

古
式
の
形

取
　
小
預
純
子

受
　
横
山
悦
子

銀
極
の
形

取
　
大
矢
秀
昭

受
　
安
河
内
浩

試
合

金
官
綺
隆
夫

∞

Ｍ
Ｈ

大
矢
秀
昭

７５
Ｍ
Ю

高
橋
勘
＋

７４
Ｍ
９

野
口
宏
水
　
η
Ｍ
９

小
川
栄

一
郎
Ｏ
Ｍ
９

永
島
鑢
次
郎
“
Ｍ
８

勝
呂
　
孝
　
６４
Ｍ
７

“
に

来
口
　
武

∞
Ｍ
７

蜀
ｋ

人
保
雅
昭
“
Ｍ
６
ｍ
聰
超

銀
杉
原
　
尚
∞
Ｍ
８

“
に

福
盛
日
立
明
“
Ｍ
８

６。
●

相
曰
盛
良
Ｏ
Ｍ
７

“
に

大
丼
　
勇
“
Ｍ
６

η
ｔ

大
失
人
平
“
Ｍ
６

“
Ｌ

福
岡
幹
雄

，
Ｍ
５

“
ヽ

銅
安
河
内
清
つ
Ｍ
９

７３
に

中
島
　
忠
“
Ｍ
８

“
セ

内
藤
　
純
“
Ｍ
７

お
ｋ

山
本
　
昭
５６
Ｍ
６

∞
ｋ

“
峰

一
上
木
安
男
５４
Ｍ
５

∞
セ

“
Ｌ

　

一　
一
言
［
　
力

５‐
Ｍ

５

ｍ

Ｌ

Ｏ
Ｌ
　
一
人
塚
俊
彦
“
Ｍ
５

∞
Ｌ

ａ
ｔ

一
岡
泉
　
淳
３
Ｍ
２

ｍ
Ｌ
超

¨

］

一
久

保

雅

昭

“

Ｍ

６

無

差

別
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‐２
月
、
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
、

無
冠
で
し
た
が
、
や
れ
る
か
ら
だ

に
な
っ
た
と
自
信
が
湧
き
　
今
回

ト
ロ
ン
ト
の
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
出

場
を
目
標
に
練
習
し
ま
し
た
。

初
日
、
形

の
部
で
、
日
の
形

（か
た
め
の
か
た
‥
寝
技
の
演
武
）

に
出
場
、
７
組
中
４
位
で
無
冠
で

し
た
。

２
日
日
、
個
人
戦
の
部
。
早
め
に

ホ
テ
ル
を
出
て
、
歩
い
て
会
場
に

向
い
ま
し
た
。

い
ざ
試
合
と
な
り
、
私
の
体
重

６０
キ
ロ
未
満
ク
ラ
ス
で
年
齢
７０
歳

以
上
７５
歳
未
満
は
、
他
に
登
録
者

が
な
く
、
戦
わ
な
い
ま
ま
優
勝
．

拍
子
抜
け
で
、
表
彰
を
受
け
る
の

が
申
訳
な
い
感
じ
で
す
。
で
も
、

チ
ヤ
レ
ン
ジ
精
神
に
表
彰
す
る
意

味
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
素
直
に
受

け
る
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
周
り

の
先
生
や
仲
間
か
ら
、
お
め
で
と

う
と
言
わ
れ
た
途
端
、
嬉
し
涙
が

こ
み
上
げ
て
来
ま
す
。
世
界

マ
ス

タ
ー
ズ
参
加
を
目
標
に
、
精

一
杯

努
力
し
て
よ
か
っ
た
と
、
感
慨
ひ

と
し
お
で
す
。

世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
で

は
、
方
々
の
国
か
ら
来
た
人
達
と
、

交
流
し
、
お
互
い
に
相
手
に
敬
意

を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

こ
れ
は
す
こ
く
楽
し
い
で
す
。
柔

道
を
や
つ
て
い
て
本
当
に
よ
か
つ

た
。

こ
の
拙
文
を
読
ん
で
下
さ
る

あ
な
た
に
も
お
勧
め
で
す
。

こ
れ

か
ら
も
、
柔
道
を
通
じ
て
、
自
分

を

つ
く
り
あ
げ
、
友
情
を

つ
く
り

あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

二
人
の
銅
メ
ダ

ル中
島
　
忠

（理
事
　
埼
玉
県
）

此
の
度

の
カ
ナ
ダ
大
会
に
於

い

て
、
Ｍ
８
　
６６
陀
ク
ラ
ス
出
場
の

私
は
過
去
二
回
参
戦
し
、
届
か
な

か

っ
た
二
位
入
賞
メ
ダ

ル
を
、
手

に
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ

は
私
に
と

っ
て
単
な
る
メ
グ

ル
で

は
な

い
の
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の

想

い
は
有
り
ま
し
ょ
う
が
、
私

小
　
中
、
高
と
柔
道
に
励
み
、
二

十
二
才
頃
ま
で
柔
道
人
生
を
送

っ

て
き
た
私
で
し
た
が
、
社
会

へ
出

て
家
庭
を
持
ち
仕
事
に
打
ち
込
み
、

三
十
年
を
過
ぎ
し
頃
、
妻
が
私
に

「還
暦
も
あ
と
五
、
六
年
で
す
ね
、

な
に
か
や
り
残
し
た
事
が
あ
れ
ば

協
力
し
ま
す
よ
。
」
と
言
わ
れ
、

「そ
う
だ
、
途
中
で
終
わ

っ
て
い

る
柔
道
を
体
の
続
く
限
り
極
め
る
，
こ

事
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
折
り

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
を
知

り
ま
し
た
。
快
く
会
員

の
皆
様
が

隔
た
り
無
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、

ご
指
導
に
よ
り
今
回
の
受
賞
に
至

り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
出
発
前
よ
り
心
に
誓

っ

て
い
た
こ
と
に
、
小
生
と
四
十
数

年
苦
楽
を
と
も
に
し
、
理
解
と
協

力
を
惜
し
ま
ぬ
妻
の
首
に
メ
タ
ル

を
掛
け
る
事
で
し
た
。
く
し
く
も

六
月
二
十
二
日
妻

の
誕
生
日
に
、

実
現
出
来
ま
し
て
、
小
生
、
異
国

の
地
で
，
妻
と
共
に
人
生
の

一
ペ
ー

ジ
を
新
た
に
心
に
刻
ん
だ
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
の

素
晴
ら
し
き
、
会
員
諸
兄
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
般
快
く

御
請
託
を
下
さ
り
、
固
の
形
出
場

の
機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
つ
た
、

「受
」
を
勉
め
て
く
れ
た
、
茨
城

の
杉
原
先
生
に
本
誌
を
お
借
り
し

て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

こ
れ
に
て
カ
ナ
ダ
大
会
の
想
い
出

と
致
し
ま
す
。

一
所
懸
命

紹
口
　
盛
良

理^
事
　
長
崎
県
〉

Ｉ
、
満
喫

「長
崎
花
月
」
後
の

出
来
事

ス
ケ
ー
ト
、
乗
馬
、
テ
ニ
ス
、

水
泳
、
サ
ッ
カ
ー
と
万
能
選
手
だ
っ

た
妻
の
父
が

「
一
度
本
物
の
料
亭

の
味
を
知
れ
」
と
、
庶
民
に
は
手

の
届
か
ぬ

『長
崎
卓
獄
」
の
料
亭

に
招
待
し
て
く
れ
た
。
妻
の
父
母
、

義
兄

（釜
本
時
代
の
日
本
サ
ッ
カ
ー

代
表
選
手
）
夫
婦
と
、
私
達
夫
婦

六
人
三
十
六
種
類
の
料
理
を
堪
能

し
た
。
そ
の
場
所
は
、
　

百
六
十

年
目
を
持
つ
料
亭
で
、
日
本
最
初

の
洋
室
、
勝
海
舟
、
坂
本
龍
馬
、

頼
三
陽
が
使
っ
て
い
た
部
屋
だ

っ

た
。そ

の
数
日
後
に
　
本
人
に
は
極

秘
の
癌
脚
骨
折
で
入
院
．
二
週
間

の
入
院
中

　

一
度
も
見
舞
に
行
く

こ
と
な
く

「
切
切
た
る
願
い
」
で

山
坂
２
５
０
ｋ

ｍ
走
行
、
４
８
歳

ま
え

の
１
６
歳
体
重
５
７
ｋ

ｇ
に

絞
り
込
ん
で
い
た
。
妻
は

「人
の

親
だ
と
思

っ
て
、　
。
　

こ

と
云

い
な
が
ら
、

「怪
我
だ
け
注
意
し

て
ね
。
」
と
六
月
十
人
曰

（土
）

送
り
出
し
て
く
れ
た
。

「貴
乃
花
と
お
れ
ん
ち

の
風
呂

に

一
緒
に
入
っ
た
。
」
と
い
う
妻

を
、

「親
父
を
帰
る
ま
で
死
な
せ

る
な
―
あ
と
帰
っ
た
ら
め
ん
ど
う

み
る
か
ら
」
と
、
飛
び
出
し
た
。

そ
の
一
歩
か
ら
六
月
二
十
日

木^
）

ま
で
第
七
回
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔

道
選
手
権
大
会
で
は
、
野
口
会
長

を
は
じ
め
と
し
て
皆
様
に
感
謝
し

ま
す
。

Π
、
三
位

一
体

（キ
リ
ス
ト
教

で
神
、
聖
霊
、
キ
リ
ス
ト
）

ワ
シ
ン
ト
ン
で
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
駐
在
全
権
大
使
加
藤
良
三
閣
下

に
拝
謁
し
て
、
二
つ
の
質
問
に
丁

寧
に
お
答
え
戴
き
光
栄
の
至
り
で

し
た
。
加
藤
大
使
の

「①
日
本
の

経
済
の
安
定
②
日
本
文
化
の
発
展

的
寄
与
③
政
策
の
一
貫
性
」
の
三

位

一
体
の
道
標
を
示
唆
頂
い
た
。

皿
、
ジ
ヨ
ー
ジ
ア
大
学
で
の
青

年
と
の
約
束

６
０
人
を
超
え
る
学
生
達
と
の

稽
古
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で

「水

を
得
た
魚
の
如
く
」
実
に
楽
し
か
っ

た
。

７３
蛇
級
ヽ
３
３
歳
の
ウ
リ

・

バ
ル
ザ
リ
君
に
最
初
か
ら
打
込
み

相
手
を
し
て
、
バ
ラ
バ
ラ
の
大
外

刈
を
矯
正
し
な
が
ら
、
最
後
岡
泉

淳
六
段
と
鈴
木
基
夫
六
段
が
丁
重

に
指
導
し
て
、
キ
チ
ン
と
な

っ
た

こ
と
に
、
本
人
は
大
喜
び
で
、

「ト
ロ
ン
ト
に
応
援
に
行
き
ま
す
。
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。
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六
月
二
三
日
に
約
束
を
守

っ
て
く

れ
た
。

Ⅳ
、
試
合
は
く
や
し
か
っ
た
。

６
／
２
０
、
２
１
　
大
矢
秀
昭

大
先
生
に
は
、

「柔
の
形
」
の
再

徹
底
指
導
を
夜
中
ま
で
お
願
い
し
、

本
番
に
の
ぞ
ん
だ
。
６
位
の
成
績

と
い
い
な
が
ら
、
６
／
２
３
の
ト

ロ
ン
ト
新
聞
を
見
て
そ
の
写
真
か

ら
自
画
自
贅

「
二
人
と
も
力
強
い

姿
は
魅
力
的
」
。
何
故
な
ら
ば
、

日
本
代
表
選
手
権
第

一
人
者
ペ
ア

女
性
の
方
々
が

「柔
の
形
」
で
メ

グ
ル
を
落
し
た
こ
と
が
、
残
念
で

あ
り
　
外
国
群
段
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
驚
嘆
し
た
か
ら
で
す
。

６
／
２
３
の
個
人
戦
　
１
６
０

ｋ

ｇ
／
Ｍ
７
に
出
場
し
、
勝

っ
て

い
た
試
合
を
１
秒
前
油
断
し
、
金

メ
ダ
ル
を
か
け
て
の
凱
旋
が
出
来

ず
、
ま
た
く
や
し
い
思
い
を
引
き

ず

っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
か
ら
フ

ラ
ン
ス
に
向
け
て
の
厳
し
い
戦
い

の
準
備
を
開
始
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
青
年
を
１
６
年
前
１
年
教
え
て
、

祖
父
、
父
、
子
と
親
子
三
代
の
柔

道
家
が
多
い
と
知
つ
て
い
る
の
で
、

次
回
の
フ
ラ
ン
ス
は
、

１
０
人
く

ら
い
相
手
に
し
な

い
と
目
的
達
成

は
出
来
な
い
。

東
京
都
庁
に
採
用
後
区
役
所
に

配
属
さ
れ
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
日

大
の
夜
学
に
通
い
こ
こ
で
も
柔
道

部
に
籍
を
お
い
た
。
社
会
人
に
な
っ

て
も
柔
道
と
の
縁
が
切
れ
ず
に
都

庁
の
職
員
柔
道
大
会
に
出
場
し
な

が
ら
そ
の
間
接
骨
師
の
資
格
を
取

得
し
た
。

「縁
は
異
な
も
の
」
で
当
時
、
講

道
館
女
子
部
で
稽
古
し
て
い
た
女

房
と
は
柔
道
が
縁
で
結
婚
す
る
こ

と
に
な
り
、
今
、
二
人
の
段
位
を

合
せ
る
と
人
段
に
な
る
。

結
婚
式
に
は
思
師
の
故
　
鈴
木

先
生
を
招
い
て

「柔
道
は
若
い
と

き
に
は
強
い
が
社
会
に
出
て
苦
難

に
あ

つ
た
時
、
何
く
そ
―
と
頑
張

る
精
神
力
が
残
る
も
の
」
と
い
う

ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
今
で
も
大

切
に
記
憶
し
て
い
る
。

一
昨
年
、
還
暦
を
迎
え
た
機
会

に
そ
ろ
そ
ろ
柔
道
も
卒
業
し
よ
う

か
と
考
え
て
い
た
頃
に
、
学
生
時

代
の
柔
道
仲
間
に
マ
ス
タ
ー
ズ
大

会

へ
の
出
場
を
誘
わ
れ
、
昨
年

今
年
と
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に

出
場
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
の
年
で
外
人
と
試
合
を
や
る

と
は
夢
に
も
思
つ
て
み
ま
せ
ん
で

し
た
が

「昔
と
つ
た
杵
柄
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
試
合
は
何
と
か
な

る
も
の
で
、
ま
た
、
稽
古
後
の
シ
ヤ

ワ
ー
の
気
持
の
良
い
こ
と
と
、
ビ
ー

ル
の
味
は
醍
醐
味
で
あ
る
。

金
を
逃
が
す
と
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
瀑

布
も
、
プ

ロ
ー
ド
ウ

エ
イ
も
、
大

リ
ー
グ
も
心
を
満
足
す
る
に
は
、

不
足
し
が
ち
で
あ

つ
た
。　
一
方

こ

の
こ
と
は
、
メ
グ

ル
を
落
し
て
、

が

っ
く
り
と
首
を
落
し
て
帰
国
す

る
人
た
ち
の
気
持
ち
を
十
分
に
波

み
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
も

の
だ
と
思
う
。

（後
略
）

い
ろ
い
ろ
な
方

々
の
お
世
話
を

頂
き
、

「感
謝
」
の

一
言
で
す

我
が
柔
道
歴
と
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
に
参
加
し
て

小
西
　
正
弘

（理
事
　
千
葉
県
）

子
供
の
頃
か
ら
勉
強
よ
り
格
聞

技
が
好
き
で
　
高
校
に
入
学
し
て

迷
わ
ず
柔
道
部
に
入
部
し
た
。

そ
こ
に
は
私
以
上
に
格
間
技
の
好

き
な
連
中
が
集
ま
り
、
初
め
て
世

の
中
の
広
さ
を
知

っ
た
も
の
で
あ

スリ
。当

時
の
柔
道
部
は
、
山
形
県
下

で
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
お
り
そ

の
稽
古
た
る
や
凄
い
迫
力
で
、
今

は
亡
き
故
　
鈴
木
先
生
に
師
事
し

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
な
ど

数
多
く
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
頂

い
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
社
会
状
況
の
変
化
と
健
康

志
向
な
ど
の
高
ま
り
か
ら
各
種
の

ス
ポ
ー
ツ
で
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
本
柔
道
界

に
お
い
て
も
数
年
前
に

「
日
本

マ

ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
」
が
設
立
さ

れ
野
口
会
長
　
清
水
副
会
長
の
ご

尽
力
に
よ
り
益
々
の
隆
盛
を
極
め

て
お
り
ま
す
。

今
日
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
の
柔
道
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
で

（
１
）
日

頃
の
ト
レ
ー
エ
ン
グ
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
こ
と

（
２
）
試
合

前
の
独
特
の
緊
張
感
に
よ
り
生
活

が
刺
激
的
に
な
っ
た
こ
と

（
３
）

柔
道
家
の
立
派
な
諸
先
生
と
の
交

流
が
広
が
る
な
ど
、
柔
道
の
奥
深

さ
と
そ
の
魅
力
に
填
り
つ
つ
あ
り

績口理●

トロントでの

"合
■前にて 小西理事 く中央)

ま
す
。

柔
道
家
と
し
て
体
力
的

・
素
質

的
に
恵
ま
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
柔
道
が
好
き
で
長
く

続
け
て
き
た
こ
と
が
今
日
の
状
況

と
思
い
ま
す
。

最
近
、
死
ぬ
ま
で
柔
道
と
は
縁
が

切
れ
な
い
の
で
は
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
女
房
に

「あ
の
世
に
逝
く

時
は
稽
古
着
を
身
に
着
け
て
行
く

か
ら
よ
ろ
し
く
！
」
と
冗
談
交
じ

り
に
お
願
い
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
り
ま
す
。

編

集

後

記

お
蔭
様
で
第

一
号
を
お
届
け
で

き
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。
た

だ
、
何
分
に
も
、
素
人
の
集
ま
り

で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

と
お
便
り
で
よ
り
楽
し
い
会
報
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　

お
使
り
を
拝
見
し
て
い
る

と
、
ご
家
族

・
先
輩

・
友
人
あ
っ

て
の
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
だ
と

い
う
こ
と
を

あ
ら
た
め
て

痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
Ｋ

・
Ｎ
）

（題
字
は
野
日
会
長
の
揮
竜
で
す
）
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